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1. はじめに 






2009 年 2 月に導入された情報処理センターシステムは、本学の主なネットワークサーバと、それらをつ
なぐネットワーク、演習室、図書館、附属の教育用端末、印刷管理等のシステムなどから構成されている。
新システムの特徴の紹介と、運用状況、現在の課題について報告する。





















































一演習室 30 台、第２演習室 106 台、第３演習室
100 台の構成とし、大規模の授業が可能になった。
また、小規模の演習を複数同時に行えるようレイ








　 演 習 室 以 外 の 端 末 と し て、 持 ち 運 べ る









































































































2.10 SSL VPN サービス




















































ページ ( 図 10)
図７　SSL VPN 概念図
図８　SSL VPN ログイン画面
図９　2009 年 6 月 15 日の週のメールの受信記録
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6.  SSLVPN サービスの利用を促進する。
などのセキュリティ対策が肝要と思われる。
3.3 ネットワークの張替と無線 LAN
　情報処理センターが管理を行っているものに、
ここで説明した新システムの他に、全学のネット
ワークシステムがある。ネットワークは建物間を
結ぶ幹線と、建物内の配線部分があるが、幹線部
分は、３年前に５年間のリース契約で更新してい
る。しかし、その他の部分は、買取りで約 10 年
前に導入されたままで補修部品も手に入らない状
況で老朽化が進んでいた。
　これについては、現在、補正予算による更改工
事を行っているところであり、本年度末に完成す
れば、各部屋のコンセントまで、これまでの 10
倍のスピードの出るギガビットネットワークに生
まれ変わる予定である。また、この工事では、全
建物の無線 LAN も配備されるので、学内のどこ
にいても、無線によるネットワーク接続が可能で
ある。
　これら更改後のネットワークシステム利用の方
法については、工事が完成次第ご案内する予定で
ある。
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